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高崎イオンモール１４周年イベント 

「防災ブース出展」 

 (令和 2年 10月 31日 11:00～15:00)  
 
高崎イオンスタイル東入口横に 

「防災ブース」を出展しました。 

お子さんから高齢者まで約５０ 

名の方が参加し、１０問の防災 

クイズに答えながら 2つのミッ 

ションをクリアしてゴールを目指しました。 

クイズでは全問正解者もいましたが、残念ながら 1～2 問

間違った方には防災士が解説し理解を深めました。  

最後にミッションクリアのスタンプの解答用紙を手に多

くの方から「勉強になりました」と感想をいただきました。 

(尾山) 

  

西部地区水害編（ＨＵＧ）自主勉強会 

 (令和 2年 10月 4日 13:30～15:00)  
 
高崎市総合福祉センターにおいて約３０名が参加

して、ソーシャルディスタンスを意識し５班が２

部屋に分かれこれから展 

開していくことになる群 

馬スタイルの水害編ＨＵ 

Ｇを学びました。 

最後の振り返りではまだ 

確立できていない群馬ス 

タイルの改善案など多く報告されました。(赤羽) 
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支部旗の図柄

昨年 2月末頃からの新型コロナウイルスの感染。新年度までには収まるだろう・・夏にはおさまるだろ

う・・と誰しも思っていたのではないでしょうか？一時期は収まりをみせたものの第２波～第３波といま

だに脅威となっています。昨年 5月には、日本災害情報学会からコロナ禍の防災対策提言が出され、避難

行動の考え方も大きく変わりました。防災士会としても今年度の予定事業や支援依頼等もほぼ中止となり

ましたが、依頼については感染対策を十分に施し、ソーシャルディスタンスを保ちつつ対応しています。 

前橋市大胡公民館「こぶし学級」防災講座 
    （令和 2年 9月 29日 9:00～10:00） 
 
公民館主催の「防災講座」に飯塚支部長が講師として「マ

イタイムラインづくり」について講演を行いました。カス

リーン台風の被害を受けたこの地域の地形やハザードマ

ップの解説後、参加者による「タイムラインづくり」を体

験しました。又、非常持ち出 

し袋の展示品ではこんなもの 

までもあるのかと感心されて 

いました。次回は、地震の備 

えについて講義してほしいと 

の要望がありました。（尾山） 

館林市障害者総合支援センター 

福祉避難所運営訓練(ＨＵＧ) 

(令和 2年 10月 25日 13:00～15:00) 
 
福祉避難所における災害発生時の避難者受

け入れについて障害のある１０組のカードを

使ったＨＵＧ訓 

練を行い受付か 

らどの場所に配 

置したらよいか 

考える机上の訓 

練をしました。 

（奈良） 

教員免許状更新時防災研修支援 

 (令和 2年 7月 24日 11:00～17:00) 
 
赤城青少年交流の家において例年行われてい

る教員免許状更新時研修の必修科目の「防災」を

支部長以下 10名で担当実施 

しました。前半は、避難所 

の体験訓練を後半を避難所 

運営訓練（ＨＵＧ）を行い、 

参加者からは、避難所（学 

校）を抱える教員として避 

難所対応の難しさを感じ防災意識を新たにしま

したと感想をいただきました。（飯塚） 

  

～各地区の主な活動状況～ 

ぐんま地域防災アドバイザーフォローアップ研修支援 
    （令和 2年 10月 24日 10:00～16:00） 
 
 県地域防災センターで行われた県危機管理課主催の「ぐん

ま地域防災アドバイザーフォローアップ研修」に福田防災士・

赤羽副支部長ほか１３名が講師及びアドバイザーとして支援

しました。 

コロナ禍で人数制限された中での開催となりました。 

第 1 部では福田防災士の講義で「災害の備え・コロナ禍での

避難所運営について」の２コマが行われ、第２部では 

赤羽副防災士が講師となり１２ 

班に分かれての「ＨＵＧ訓練」 

を行いました。コロナ禍を意識 

した群馬スタイルで行いＨＵＧ 

経験がある方も新たな気づきが 

あったようです。(尾山) 掲示板も使いました！ 



年会費の未納入者について 
 
 本年度から会費未納入者については、支部

規約第２条第３項に基づき退会したものと

みなすこととなっております。 

まだ、納入されていない方は早めの納入を

お願いします。 

 

 

  

  

 
 

 

市町村 人数 市町村 人数 市町村 人数 市町村 人数 市町村 人数 

前橋市 ２８７ 高崎市 ３６３ 桐生市 ８７ 伊勢崎市 １６６ 太田市 １４２ 

沼田市  ７２ 館林市 １４３ 渋川市 ６５ 藤岡市 ５３ 富岡市 ２４ 

安中市 ３９ みどり市 ４４ 榛東村 １６ 吉岡町 ２３ 上野村 ２ 

神流町 １ 下仁田町 ６ 南牧村 ０ 甘楽町 ８ 中之条町 １６ 

長野原町 １７ 嬬恋村 １１ 草津町 ５ 高山村 ３ 東吾妻町 ９ 

片品村 １８ 川場村 ６ 昭和村 １１ みなかみ町 ３４ 玉村町 ４４ 

板倉町 ３８ 明和町 ３６ 千代田町 １２ 大泉町 ５７ 邑楽町 ３８ 

                            合計  １、８９６ 

～事務局からの連絡～ 

【市町村別防災士認証登録者数】 2020 年 11 月末日現在 

 

群馬県防災会議委員の任命について 
 

赤羽潤子副支部長が群馬県防災会議の 

「第 8号委員」に再任されました。 

  任期は令和3年 1月～令和5年 1月です。 

※ この委員は第 1 号～第 8 号まで４６人で構成さ

れていて、年 1 回開催される群馬県防災会議の

地域防災計画修正案などの審議事項に対して

意見等を出します。そのため、行政・企業・社団

法人・報道関係・ボランティア団体・民生児童員

などの代表者が委員に指定されています。 

サークルスクエアの登録について 
 
 現在県支部としては、ネットワークの構築から携帯電話か

ら登録できる「サークルスクエア」を利用しての各種支援の

連絡、出欠等の確認、情報等の伝達を行っています。（現在

の登録数は会員数の５１％となっています。）全員の登録を

目指しております。登録されていない方は早めの登録をお

願いします。 

詳しくは、ＨＰ会員専用サイトをご確認するか、ご不明点は

事務局ＨＰ担当の尾山までご連絡ください。 

【連絡先】090-1421-4843  oyaoya_g@outlook.jp 

ZｏｏｍによるWeb会議の開催 
 
  現在、役員を主体にした Zoom による会議の開催を検証

しています。事務局の尾山さんがホストとなり役員 7～8 名が

参加して役員会を開催し、参加要領・時間的制限などを検討

しています。今後は、研修会・ミーティング等をZoomにより実

施する方向で進めていきたいと考えております。  

 

 

  

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

令和 2年度 群馬県危機管理フェアについて 
 
  県庁ホールにおいて例年行われている群馬県危機管理フェア

は、今年度につきましては、新型コロナウイルスまん延対策のた

め、インターネット上での開催となります。 

※県庁ホールでのブース開設はありません。 

１ 開催日時 令和 3年 1月１５日(金)～約 1か月程度 

2 開催内容 各機関の活動状況や防災意識の啓発等の動画を

YouTube上で配信 

◆群馬県 Yｏｕｔｕｂｅチャンネル ｔｓｕｌｕｎｏｓ 

www.youtube.com/channel/UCct7gs2FNXMEEVjCdFaSZw 

 

 

 

投稿のお願い 
 

事務局では、会員皆様の地域での防災活動の

取り組みや支援活動等の投稿を募集致します。 

投稿は、活動の内容文と写真（1枚程度）を事務

局まで以下のアドレスへメールでお送りください。 
 

mune1952@zk9.so-net.ne.jp 

 
 
   

 

 

  

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

会員の皆様へ 

 日頃より支部事業運営にご協力をいただきまして感謝申し上げます。 

昨年 6 月に、昨年から本年にかけて支部へ入会された防災士の皆様を対象にしました「フォローアップ研修」を実施す

る予定でしたが、先の見えない新型コロナウイルス感染防止対策のため実施をすることができませんでした。 

入会者につきましては、何かと会の運営について、不明な点が多々あるかと思います。防災士会への質問や不明な事

項につきましては、各地区長または事務局へご連絡ください。 

 新型コロナウイルスが身近に近づいています。是非、感染予防を十分にしていただき感染することのないようお願い

します。 そして、2021年は 1日も早いコロナの収束を願っています。  日本防災士会群馬県支部長 飯 塚 宗 夫 


